
平成１８年（２００６年）６月１日
�����

2��������

おお
知知
らら
せせ

�　

地
域
の
中
で
子
ど
も
を
預
け
た

い
方
（
フ
ァ
ミ
リ
ー
会
員
）
は
出

席
し
て
く
だ
さ
い
。
申
し
込
み
が

必
要
で
す
（
子
ど
も
同
伴
可
）。

▽
と
き
・
と
こ
ろ　

①
６
月　

日
１８

（
日
）
午
前　

時
〜
正
午
・
保
谷

１０

東
分
庁
舎　

②
６
月　

日
（
木
）

２９

午
前　

時
〜
正
午
・
イ
ン
グ
ビ
ル

１０

▽
入
会
登
録
に
必
要
な
も
の　

保

護
者
の
顔
写
真
（
縦
３
セ
ン
チ
㍍

×
横
２
・
５
セ
ン
チ
㍍
）
１
枚

▽
申
込
締
切　

①
６
月　

日（
金
）

１６

②
６
月　

日
（
水
）
い
ず
れ
も
午

２８

後
５
時
ま
で
に
電
話
で

◆
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ

ン
タ
ー
事
務
局
（�
４
５
１
・
４

１
２
１
）

�　

平
成　

年
度
の
市
・
都
民
税
納

１８

税
通
知
書
を
６
月
９
日
（
金
）
に

送
付
し
ま
す
。
た
だ
し
、
次
の
方

に
は
送
付
し
ま
せ
ん
。

①
市
・
都
民
税
を
す
べ
て
給
与
天

引
き
で
納
め
て
い
る
方
（
特
別
徴

収
の
方
）　

②
市
・
都
民
税
が
課
税
さ
れ
て
い

な
い
方

◎
１
月　

日
号
で
お
知
ら
せ
し
た

１５

税
制
改
正
に
伴
い
、
前
年
と
収
入

金
額
が
変
わ
ら
な
い
方
で
も
、
次

の
よ
う
な
変
更
が
あ
り
ま
す
。

①　

歳
以
上
で
合
計
所
得
金
額
が

６５
１
千
万
円
以
下
の
方
に
認
め
ら
れ

て
い
た
老
年
者
控
除
の
廃
止
に
よ
り
、

住
民
税
額
が
増
え
る
方
が
い
ま
す
。

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー

ト
・
セ
ン
タ
ー
説
明
会

ト
・
セ
ン
タ
ー
説
明
会

市
・
都
民
税
（
住
民
税
）
納

市
・
都
民
税
（
住
民
税
）
納

税
通
知
書
を
送
付
し
ま
す

税
通
知
書
を
送
付
し
ま
す

②　

歳
以
上
の
方
の
公
的
年
金
等

６５
控
除
額
の
変
更
に
伴
い
、
税
金
を

計
算
す
る
際
の
雑
（
年
金
）
所
得

が
増
え
ま
す
。

③　

歳
以
上
で
、
前
年
の
合
計
所

６５
得
金
額
が　

万
円
以
下
の
方
に
適

１２５

用
さ
れ
て
い
た
非
課
税
措
置
の
廃

止
に
よ
り
、　

年
度
ま
で
は
非
課

１７

税
だ
っ
た
方
で
も
、　

年
度
か
ら

１８

課
税
さ
れ
る
方
が
い
ま
す
。

　

た
だ
し
、
昭
和　

年
1
月
2
日

15

以
前
生
ま
れ
で
、
前
年
の
合
計
所

得
金
額
が　

万
円
以
下
の
方
に
つ

125

い
て
は
、
経
過
措
置
と
し
て
税
額

の
3
分
2
を
減
額
し
ま
す
。

④
定
率
減
税
の
額
が
２
分
の
１
に

縮
小
（
所
得
割
額
の
７
・
５�
、

上
限
２
万
円
）
さ
れ
た
こ
と
に
伴

い
、
住
民
税
額
が
増
え
ま
す
。

⑤
妻
に
対
す
る
均
等
割
軽
減
措
置

が
廃
止
さ
れ
、
妻
に
一
定
の
所
得

が
あ
れ
ば
、
妻
に
均
等
割
（
４
千

円
）
が
全
額
課
税
さ
れ
ま
す
。

◎
市
・
都
民
税
の
課
税
・
非
課
税

証
明
書
の
発
行
に
つ
い
て

　

証
明
書
は
申
告
さ
れ
た
方
お
よ

び
そ
の
方
の
扶
養
親
族
と
し
て
申

告
書
等
に
氏
名
の
記
載
の
あ
る
市

内
在
住
の
方
に
発
行
し
ま
す
。
平

成　

年
度
の
証
明
書
の
発
行
は
６

１８
月
９
日
（
金
）
か
ら
で
す
。

　

な
お
、
申
告
期
限
後
の
申
告
の

場
合
、
証
明
書
発
行
に
１
か
月
程

の
期
間
を
要
し
ま
す
の
で
、
早
急

に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
市
民
税
課
（
�田
 
�
内
線　

）
１３２１

�　

今
ま
で
の
年
金
制
度
で
は
、
障

害
基
礎
年
金
と
老
齢
厚
生
年
金
、

障
害
基
礎
年
金
と
遺
族
厚
生
年
金

は
併
せ
て
受
給
（
併
給
）
す
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

こ
の
た
め
、
障
害
基
礎
年
金
を

受
給
し
て
い
る
方
は
、
障
害
を
有

し
な
が
ら
勤
務
し
て
自
ら
厚
生
年

金
保
険
料
を
納
付
し
て
も
、
年
金

障
害
基
礎
年
金
と
老

障
害
基
礎
年
金
と
老

齢
厚
生
年
金
等
が
併

齢
厚
生
年
金
等
が
併

せ
て
受
給
が
可
能
に

せ
て
受
給
が
可
能
に

給
付
に
反
映
さ
れ
に
く
い
仕
組
み

と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

４
月
か
ら
こ
れ
を
改
正
し
、　
６５

歳
以
上
の
障
害
基
礎
年
金
（
旧
法

に
よ
る
障
害
年
金
も
含
む
）
の
受

給
権
者
は
、
障
害
基
礎
年
金
を
受

給
し
な
が
ら
老
齢
厚
生
年
金
ま
た

は
遺
族
厚
生
年
金
を
併
給
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

障
害
基
礎
年
金
と
老
齢
厚
生
年

金
等
の
併
給
に
関
す
る
お
問
い
合

わ
せ
は
、ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル（�

０
５
７
０
・　

・
１
１
６
５
ま
た

０７

は
武
蔵
野
社
会
保
険
事
務
所
（�

０
４
２
２
・　

・
１
４
１
１
）
へ
。

５６

◆
保
険
年
金
課
（
�田
 
�
内
線　

、
１４９２

�保
 
�
内
線　

）
２１３７

�　

国
民
健
康
保
険
収
納
推
進
員

は
、
保
険
制
度
を
理
解
し
て
い
た

だ
く
た
め
に
、
国
民
健
康
保
険
加

入
者
の
お
宅
を
訪
問
し
、
保
険
料

の
収
納
や
納
付
相
談
、
口
座
振
替

に
つ
い
て
の
説
明
な
ど
を
行
っ
て

い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
理
解
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
国
民
健
康
保
険
収
納
推

進
員
は
身
分
証
明
証
を
携
帯
し
て

い
ま
す
の
で
、
訪
問
の
際
に
は
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

◆
保
険
年
金
課
（
�田
 
�
内
線　

、
１４８２

�保
 
�
内
線　

）
２１３５

�
〜
７
月
１
日
か
ら
新
し
い
医
療
証

に
変
わ
り
ま
す
〜

　

現
在
、
�福

 

老
人
医
療
費
助
成
制

度
対
象
者
で
、
限
度
額
適
用
認
定

を
受
け
て
い
る
方
が
お
持
ち
の
認

定
証
の
有
効
期
限
は
平
成　

年
６

１８

月　

日
で
す
。
７
月
１
日
以
降
も

30
�福
 

限
度
額
適
用
認
定
を
受
け
る
に

は
、
申
請
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

▽
対
象
者　

①
�福
 

老
人
医
療
費
助

成
制
度
の
対
象
者
で
あ
る
こ
と

国
民
健
康
保
険
収
納

国
民
健
康
保
険
収
納

推
進
員
が
お
宅
を

推
進
員
が
お
宅
を

訪
問
し
て
い
ま
す

訪
問
し
て
い
ま
す

��福福

限
度
額
適
用

 

限
度
額
適
用

認
定
証
の
更
新

認
定
証
の
更
新

②
申
請
者
の
属
す
る
世
帯
の
主
た

る
生
計
維
持
者
が
住
民
税
非
課
税

者
で
あ
る
こ
と

▽
申
請
手
続
き　

更
新
を
し
た
新

医
療
証
を
６
月
の
末
ま
で
に
送
付

し
ま
す
の
で
、
新
医
療
証
が
届
い

て
か
ら
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
高
齢
者
支
援
課
医
療
助
成
係

（
�田
 
�
内
線　

）
１５７２

�
〜
第
８
回
特
別
弔
慰
金
〜

　

戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
ご
遺

族
で
、
平
成　

年
４
月
１
日
に
お

１７

い
て
公
務
扶
助
料
や
遺
族
年
金
等

を
受
け
る
方
が
い
な
い
場
合
に
、

第
８
回
特
別
弔
慰
金
と
し
て
額
面

　

万
円
、　

年
償
還
の
記
名
国
債

４０

１０

が
支
給
さ
れ
ま
す
（
支
給
要
件
あ

り
）。
請
求
期
間
は
、平
成　

年
３

２０

月　

日
ま
で
で
す
。

３１
▽
受
付
窓
口　

生
活
福
祉
課
（
田

無
庁
舎
１
階
お
よ
び
保
谷
保
健
福

祉
総
合
セ
ン
タ
ー
１
階
）

◆
生
活
福
祉
課
（
�田
 
�
内
線　

、
１５８２

�保
 
�
内
線　

）
２３５３

�　

市
で
は
、
保
存
樹
等
の
申
請
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
。
次
の
指
定

基
準
を
参
照
の
う
え
、
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

▽
指
定
基
準　

周
囲
の
住
環
境
を

損
な
わ
な
い
状
態
で
、
健
全
で
、

美
観
上
す
ぐ
れ
て
い
る
こ
と
、
か

つ
次
の
各
規
準
に
適
合
す
る
も
の

▽
保
存
樹
木
の
基
準　

◎
地
上
１

・
５�
の
高
さ
に
お
け
る
幹
の
周

囲
が
、
１
・
５�
以
上
の
も
の

◎
木
の
高
さ
が　
�
以
上
の
も
の

１５

◎
株
立
ち
し
た
樹
木
で
、
そ
の
高

さ
が
３�
以
上
の
も
の　

◎
は
ん

登
性
樹
木
で
、
枝
葉
面
積
が　

平
３０

方�
以
上
の
も
の　

◎
特
異
な
樹

木
で
、
高
さ
が
３�
以
上
の
保
存

に
値
す
る
も
の

▽
保
存
生
垣
の
基
準　

生
け
垣
を

戦
没
者
等
の
ご
遺
族

戦
没
者
等
の
ご
遺
族

の

皆

さ

ん

へ

の

皆

さ

ん

へ

保
存
樹
等
の
指
定

保
存
樹
等
の
指
定

受
付
を
し
て
い
ま
す

受
付
を
し
て
い
ま
す

な
す
樹
木
の
集
団
で
、
そ
の
長
さ

が　
�
以
上
の
も
の

１０
▽
保
存
樹
林
の
基
準　

樹
木
の
集

団
で
、
土
地
面
積
が　

平
方�
以

１００

上
の
も
の

▽
補
助
金　

保
存
樹
木
…
１
本
当

た
り
年
額
５
千
円
、
保
存
生
垣
…

１�
当
た
り
年
額　

円
、
保
存
樹

２４０

林
…
１
平
方�
当
た
り
年
額　

円
６０

◆
公
園
緑
地
課
（
�保
 
�
内
線　

）
２４３２

�　

み
ど
り
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
す
る
た
め
、
生
垣
設
置
助
成

制
度
を
行
っ
て
い
ま
す
。
道
路
に

面
し
た
場
所
に
、
新
し
く
生
け
垣

を
作
り
た
い
方
、
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等

を
撤
去
し
て
生
け
垣
に
し
た
い

方
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

①
生
け
垣
設
置
費
用
の
補
助
金
…
１

�
当
た
り
１
万
円
（　�
を
限
度
）

３０

②
生
け
垣
に
改
造
す
る
場
合
の
既

存
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の
撤
去
費
用
の

補
助
金
…
１�
当
た
り
６
千
円

（　
�
を
限
度
）

３０
※
詳
し
く
は
、
公
園
緑
地
課
（
保

谷
庁
舎
３
階
）
へ
ご
相
談
を
。

◆
公
園
緑
地
課
（
�保
 
�
内
線　

）
２４３２

�　

市
で
は
、
集
中
豪
雨
や
台
風
に

よ
る
浸
水
被
害
を
少
な
く
す
る
た

め
、
降
っ
た
雨
を
で
き
る
だ
け
河

川
に
流
さ
な
い
、
河
川
へ
出
る
の

を
遅
ら
せ
る
な
ど
の
工
夫
を
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
が
浸
透
に
よ
る
雨

水
の
処
理
施
設
で
す
。
こ
の
雨
水

浸
透
ま
す
の
設
置
を
希
望
す
る
方

に
、
設
置
費
用
を
助
成
し
て
い
ま

す
。
市
内
の
指
定
下
水
道
工
事
店

を
通
じ
て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
対
象　

雨
水
を
「
雨
ど
い
」
を

通
し
『
雨
水
浸
透
ま
す
』
に
接
続

生
垣
設
置
助
成

生
垣
設
置
助
成

制
度
の
ご
利
用
を

制
度
の
ご
利
用
を

雨
水
浸
透
ま
す
の

雨
水
浸
透
ま
す
の

助
成
制
度
の
ご
利
用
を

助
成
制
度
の
ご
利
用
を

す
る
工
事
で
、
敷
地
面
積
が
１
千

平
方�
未
満
の
既
存
の
住
宅
、
店

舗
兼
住
宅
を
所
有
す
る
方
（
法
人

は
除
く
）　
　
　
　
　
　

◆
下
水
道
課
（
�保
 
�
内
線　

）
２４８４

�　

平
成　

年
中
に
新
築
・
増
改
築

１８

さ
れ
た
家
屋
は
、
平
成　

年
度
か

１９

ら
固
定
資
産
税
と
都
市
計
画
税
の

課
税
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

市
で
は
、
対
象
と
な
る
家
屋
の

評
価
額
算
定
の
た
め
、
地
方
税
法

に
基
づ
き
、
資
産
税
課
職
員
（
固

定
資
産
評
価
補
助
員
）
が
お
伺
い

し
、
家
屋
調
査
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
調
査
の
対
象
と
な
る
家
屋
は

事
前
に
書
面
に
て
通
知
し
ま
す
。

調
査
の
た
め
の
日
程
を
ご
連
絡
お

願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
資
産
税
課
職
員
が
市
内

全
域
の
家
屋
の
状
況
調
査
を
行
っ

て
い
ま
す
。
家
屋
を
取
り
壊
し
た

と
き
は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
職
員
は
必
ず
身
分
証
明

書
を
携
帯
し
て
い
ま
す
。
ご
不
審

の
際
に
は
、
資
産
税
課
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

◆
資
産
税
課
（
�田
 
�
内
線　

）
１３４１

�　

市
内
在
住
の
方
ま
た
は
団
体

（
市
外
の
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
等
で

活
動
し
い
る
場
合
は
対
象
外
）が
、

市
ま
た
は
市
内
の
所
属
団
体
等
を

代
表
し
て
、
次
の
各
種
競
技
大
会

に
出
場
す
る
場
合
、
経
費
の
一
部

を
補
助
し
ま
す
。

▽
対
象　

国
際
大
会
、
国
・
地
方

自
治
体
等
が
主
催
も
し
く
は
共
催

す
る
全
国
大
会
ま
た
は
関
東
大
会

家
屋
調
査
（
新
築
・
増

家
屋
調
査
（
新
築
・
増

改
築
分
）に
ご
協
力
を

改
築
分
）に
ご
協
力
を

ス
ポ
ー
ツ
振
興
事
業

ス
ポ
ー
ツ
振
興
事
業

の
補
助
金
申
請
制
度

の
補
助
金
申
請
制
度

の

ご

利

用

を

の

ご

利

用

を

等
で
、
地
方
大
会
等
の
結
果
と
し

て
出
場
権
を
得
た
大
会
を
対
象
と

し
ま
す
。

▽
申
込
期
間　

大
会
実
施
の
２
か

月
前
ま
で　

※
す
で
に
大
会
等
へ
参
加
さ
れ
た
方

で
該
当
す
る
方
・
団
体
は
要
相
談

▽
申
請
場
所　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

（
保
谷
庁
舎
4
階
）

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
を
。

◆
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課（
�保
 �
内
線　

）
２７１４

�　

市
内
で
社
会
体
育（
ス
ポ
ー
ツ
）

活
動
を
し
て
い
る
自
主
団
体
が
、

市
民
や
市
内
在
学
・
在
勤
者
を
対

象
に
行
う
事
業
の
経
費
の
一
部
を

補
助
し
ま
す
。
希
望
す
る
団
体
は

説
明
会
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

社
会
体
育
（
ス
ポ
ー
ツ
）
関

係
団
体
が
行
う
事
業
に
対

す
る
補
助
金
の
説
明
会

〜
営
利
目
的
の
閲
覧
の
禁
止
に

つ
い
て
〜

　

市
で
は
平
成　

年
８
月
か
ら

１７

住
民
基
本
台
帳
の
一
部
の
写
し

の
閲
覧
に
つ
い
て
、事
前
予
約
、

本
人
確
認
、
誓
約
書
や
調
査
内

容
が
わ
か
る
資
料
、
会
社
の
概

要
、
個
人
情
報
に
係
る
内
部
規

程
な
ど
の
提
出
、
閲
覧
時
間
の

制
限
、
撮
影
の
禁
止
等
請
求
審

査
を
厳
格
に
行
う
等
、
不
正
な

利
用
の
防
止
に
努
め
て
き
ま
し

た
。

　

今
回
さ
ら
に
、
個
人
情
報
の

保
護
の
重
要
性
、
社
会
情
勢
に

配
慮
し
、
営
利
目
的
の
閲
覧
に

つ
い
て
は
、
そ
の
請
求
に
応
じ

な
い
こ
と
に
し
ま
し
た
の
で
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

◎
閲
覧
の
制
限 

①
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
そ
の
他

こ
れ
に
類
似
す
る
も
の
の
送
付

等
を
目
的
と
す
る
閲
覧
の
請
求

に
は
応
じ
ま
せ
ん
。

②
国
や
地
方
公
共
団
体
等
の
行

う
公
用
の
目
的
、
報
道
機
関
、

学
術
研
究
機
関
等
が
行
う
世
論

調
査
、
学
術
研
究
目
的
な
ど
公

益
上
の
目
的
に
よ
る
場
合
に
つ

い
て
は
、
従
来
の
と
お
り
閲
覧

が
で
き
ま
す
。

◎
閲
覧
の
予
約
・
場
所
な
ど 

①
閲
覧
の
予
約
は
、
田
無
庁
舎

市
民
課
の
み
に
な
り
ま
す
。

②
閲
覧
の
場
所
は
、
田
無
庁
舎

市
民
課
１
か
所
と
な
り
ま
す
。

③
審
査
に
つ
い
て
は
、
現
行
の

と
お
り
に
行
い
ま
す
。

▽
実
施
日　

こ
れ
ら
の
対
応

は
、
６
月
１
日
分
の
閲
覧
か
ら

行
い
ま
す
の
で
、
予
約
時
に
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

◆
市
民
課
（
�田
 
�
内
線　

）
１４６１
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▽
と
き　

６
月　

日
（
木
）
午
後

15

６
時　

分
〜
８
時

３０

▽
と
こ
ろ　

保
谷
庁
舎
4
階

◆
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課（
�保
 �
内
線　

）
２７１４

�
■
社
会
教
育
委
員
会
の
会
議
（
社

会
教
育
課
・
内
線　

）
…
６
月
８

２７１１

日�
午
後

２
時
・
保

谷
庁
舎
・

社
会
教
育

施
設
の
あ

り
方
に
つ

い
て
・
傍

聴
５
人

■
文
化
芸
術
振
興
施
策
懇
談
会

（
生
活
文
化
課
・
内
線　

）
…
６

1414

月
８
日�
午
後
６
時　

分
・
田
無

３０

庁
舎
・
文
化
芸
術
の
振
興
施
策
に

つ
い
て
・
傍
聴
５
人

審
議
会
等
開
催
情
報

審
議
会
等
開
催
情
報

市役所の代表電話番号は　�０４２－４６４－１３１１　です。お間違えのないようお願いします


